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Ⅰ新技術の解説

 猪苗代湖などの水質悪化を未然に防止するため、 水田から湖沼等への縣濁物質、全窒素、稲わら等
の環境負荷物質の流出実態を解明し、施肥改善等による環境負荷物質の流出低減技術を確立した。

１要旨

(1) 懸濁物質、全窒素の流出は代かき～移植の時期に集中するので、この時期における環境負荷
物質の流出低減が技術改善のポイントとなる（図１）。

(2) 側条施肥や苗箱施肥などの移植時に本田施肥する技術を導入すると、田面水中の全窒素濃度
が低下し、環境負荷物質の流出低減につながる（図２）。 

(3) 田面水中の全窒素の濃度低下の推移からみて、代かき後の湛水期間を3日間以上確保する（図
２）。

(4) 落水流量が多いと、土壌粒子の巻き上げや水流による土壌侵食が起き、落水中の懸濁物質が
増加し、それに伴って流出する全窒素量も増えるので、落水流量を調節するなどの対策を講じる
必要がある（図３，４）。

(5) 稲わらの流出は代かき時に集中するので、代かきによる稲わらの浮遊を最小限に抑えるため、
できるだけ浅水で代かきを行う（図５）。

(6) 稲わらの流出量を少なくするためには、秋耕を行い、代かき時までの稲わら分解を促進すること
が効果的である（図６）。 

(7) 今回の試験では、側条施肥区で労働費や肥料費がコストを押し上げ、慣行対比の経済効果はマ
イナスとなった。したがって、側条施肥を実施する場合、安価な肥料を用いたり、肥料や苗の補給
を効率的に行うことなどが必要となる（表１）。

２期待される効果

 河川や湖沼等の水環境に負荷を与えない水田の管理技術が具体的に示され、自然環境と共生する
水田農業の実現につながる。

３適用範囲

 猪苗代湖周辺の水田地帯他、県内全地域

４普及上の留意点

 技術普及とともに、農業系から環境負荷物質を系外に排出させないことへの意識付けを一層進める
必要がある。
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